
- 1 - 

 

 

 

 

 

令和８年度 
 

 

「運営に関する計画」 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市立味原小学校 

令和８年４月 

 

 



- 2 - 

 

（様式１） 

大阪市立味原小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 令和 7 年度の全市共通目標・学校園の年度目標ともに、ほとんどの項目で目標の数値を

上回ることができた。特に、【安全・安心な教育の推進】での「いじめは、どんな理由があ

ってもいけないことと思いますか」の項目では目標を 8.8 ポイント、【未来を切り拓く学

力・体力の向上】での「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていますか」の項目では目標を 20.8 ポイント上回ることがで

きた。また、【学びを支える教育環境の充実】での「授業日において、児童の 8 割以上が学

習者用端末を活用した日数が、年間授業日の 75％以上にする。（ただし、事務局が定める

学校行事等 ICT 活用が適さない日数を除く）」の項目では目標を 12.1％ポイント上回るこ

とができた。 

一方、【未来を切り拓く学力・体力の向上】での「体力テストの全種目において、4 月に

比べて 10 月の記録の方が良い児童の割合を 56％以上にする」の項目では目標を 54.0 ポイ

ント下回った。そのため、児童が自ら練習メニューを考え、計画的に取り組むとともに、

自己調整を図りながら体力・運動能力の向上を目指していくことが、今後の課題である。 

 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

○ 令和 11 年度の全国学力・学習状況調査の「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対

して、肯定的に回答する児童の割合を、85％以上にする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○ 令和 11 年度の全国学力・学習状況調査における、国語・算数の平均正答率の対全国比

を上回るようにする。 

【学びを支える教育環境の充実】 

○ 令和 11 年度の大阪市小学校学力経年調査における「学習者用端末を活用して、調べた

情報をもとに、課題を解決するために情報を収集・整理し、まとめ・表現する取組をし

ていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（上段）と現時点での結果の総括（下段） 

※ 右欄は、味原小学校の学校教育目標「自信をもった たくましい子」の 3 重点「自分の

考えがはっきり言える子（主体的に考え 創造する）：創造」「くじけず最後までやりぬく

子（成就感を高める）：成就」「みんなとなかよく助け合う子（連帯感を高める）：連帯」

との関連を表す。特に関連性の高いものには、〇を付す。 

【安全・安心な教育の推進】 
創

造 

成

就 

連

帯 

❶ 大阪市小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いま

すか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 91％(大阪市 R11 目標

85％、本校昨年度 90.8％)以上にする。 
〇 〇 〇 

 

❷ 大阪市小学校学力経年調査における「自分には、よいところがありま

すか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 90％(昨年度 89.5％)

以上にする。 
〇 〇 〇 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】    

❸  大阪市小学校学力経年調査における、国語の平均正答率の対大阪市比

を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より

0.01 ポイント向上させる。 
〇 〇  

 

❹ 大阪市小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対大阪市比

を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より

0.01 ポイント向上させる。 
〇 〇  

 

【学びを支える教育環境の充実】    

❺  大阪市小学校学力経年調査における「学習者用端末を活用して、調べ

た情報をもとに、課題を解決するために情報を収集・整理し、まとめ・

表現する取組をしていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合

を 86％(大阪市 R11 目標 80％、昨年度 85.1％)以上にする。 

〇 〇 〇 

  

❻  「時間外勤務時間について、月 100 時間以上実施する教員をゼロにす

る。    
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（様式２） 

大阪市立味原小学校  令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 

❶ 大阪市小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか。」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を 91％(大阪市 R11 目標 85％、本校昨年

度 90.8％)以上にする。 

❷ 大阪市小学校学力経年調査における「自分には、よいところがありますか。」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を 90％(昨年度 89.5％)以上にする。 
 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容(上段) 

目標の達成状況を測る指標(中段) 

現時点での結果と分析(下段) 

達成

状況 

取組内容➀【１．安全・安心な教育環境の実現「いじめ・不登校・問題

行動・児童虐待等への対応」】 

・ 生活指導校内委員会（いじめ防止対策委員会、不登校・虐待対策委

員会）を月 1 回以上実施する。配慮を要する児童に関わる情報、意見

交換、指導についての検討、共通理解、またいじめアンケートを基に

情報の共有を行う。 

・ 校務支援 SKIP の「いいとこみつけ」機能を活用し、全児童の実態

をいつでも教職員全員が把握できるようにする。 

・ いじめ・不登校・問題行動・児童虐待（ヤングケアラー）の調査を

関係諸機関と連携しながら進める。 

・ 学習者用端末の「スクールライフノート」を活用し、いじめアンケ

ートを学期に 1 回以上実施する。 

・ 集団生活に必要な学校でのやくそく（運動場の使い方・校時表・言

葉遣いの話型・持ち物）を視覚的に示し、また月に１度の児童朝会に

て全体に指導し、児童自ら実施できるようにする。 

・ 「学校安心ルール」を各教室に掲示し、内容の理解について発達段

階に応じて指導できるようにする。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 

 

〇 

  

 

〇 

指標  

① 年度末の校内調査において、「いじめの可能性に気づいた時点で、直ちに管理

職（校長・教頭等）に報告している」とする教員の割合を 100％とする。 

② 年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率(昨年度 1.5％)を前年度よ

り減少させる。 

③ 年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合(40.0％：5 名中 2

名)を増加させる。 

④ 年度末の校内調査において、暴力行為発見件数を 15 件以下（昨年度 16 件）に

する。  

評価基準 A：目標を上回って達成した        B：目標どおりに達成した 

C：取り組んだが目標を達成できなかった  D：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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結果と分析 

 

取組内容➁【１．安全・安心な教育環境の実現「防災・減災教育の推

進」】 

・ 家庭連絡票に、緊急時に伴う引き渡しの際に引き取りに来る保護者

を記入する欄を設けて、年度当初から把握できるようにする。 

・ 全児童の住所を確認し、地区別集団下校がしやすい班編成を行い、

緊急時に伴う集団下校訓練の企画・運営をする。 

・ 火災・地震・津波・不審者による避難訓練を年間３回実施する。 

・ 1934 年 9 月 21 日に関西地方を襲った室戸台風で、味原小学校の児

童 16 名、教職員 2 名が亡くなった。被災者を悼む心と次代への教訓

として、災害の記憶を忘れないように心がけるようにする。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 
 

〇 

  
 

〇 

指標  

⑤ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「学校にいる間に、火事や地震などが起

こった場合、先生の指示を聞き、落ち着いて避難することができますか」の項目

について、肯定的に回答する児童の割合を 100％（昨年度 98.3％）とする。 

結果と分析 

 

取組内容➂【１．安全・安心な教育環境の実現「安全教育の推進」】 

・ 学級活動の時間を中心に、他教科等の時間と関連させながら情報モ

ラル教育を行う。外部講師を招聘し、出前授業を行う。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

〇 

 〇 

指標 

⑥ 校内児童アンケート調査(1 月調査、5・6 年生と 5・6 年生保護者対象)で「ス

マホの危険性や適切な使い方について理解していますか」の項目について、肯定

的に回答する児童の割合を 100％、保護者の割合を 93％以上にする。 

結果と分析 

 

取組内容④【２．豊かな心の育成「道徳教育の推進」】 

・ 道徳教育の推進を図る研修を行う。 

・ ２つの重点内容項目（よりよい学校生活・集団生活の充実、個性の

伸長）に関する公開授業を行う。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

〇 

 〇 

指標 

⑦ 道徳教育に関する研修や公開授業を受講して「道徳の授業改善や授業力の向上

に活用できた」と回答する教員の割合を 95％以上とする。（昨年度類似質問

94％） 

結果と分析 

 

取組内容⑤【２．豊かな心の育成「キャリア教育の充実」】 

・ 体系的な「キャリア学習」に取り組むための年間指導計画を作成

し、実施する。 

・ 生活科、総合的な学習の時間を中心に、外部の方（地域の人や外部

講師等）と接する機会を各学年、年間で１回以上設ける。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 
〇   
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指標 

⑧ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「将来の夢や目標をもっていますか」の

項目について、肯定的に回答する児童の割合が 92％(91％)以上にする。 

結果と分析 

 

取組内容⑥【２．豊かな心の育成「人権を尊重する教育の推進」】 

・ 「『学校園における校内人権教育・啓発推進計画』実施計画」を作

成し、実施する。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

〇  〇 

指標 

⑨ 年度末の校内調査において、「『学校園における人権教育・啓発推進計画』実施

計画」の達成評価において、「達成できた」と回答する教員の割合を 100％（昨年

度 100％）とする。 

結果と分析 

 

取組内容⑦【２．豊かな心の育成「インクルーシブ教育の推進・多文化

共生教育の推進】 

・ 児童理解研修会を学期に 1 回以上実施する。配慮を要する児童に関

わる情報、意見交換、指導についての検討、共通理解を行う。 

・ たてわり班活動を月 1 回以上実施し、自分の長所や自分らしさに気

づき、活動の中で発揮できるようにしたり、自分の思いや相手の気持

ちを大切にする場を設定したりする。 

・ 全校遠足、味原フェスティバル、たてわり班活動などでは「リーダ

ーシップ」「フォロワーシップ」の役割を示し、学年や立場に応じて

責任を果たそうとすることができるようにする。 

・ 児童全員が場に応じたあいさつや言葉遣いが身につけられるよう

に、児童会児童を中心に取組を考え、実践できるようにする。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

指標 

⑩ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「自分には、よいところがあると思いま

すか」の項目について、肯定的に回答する児童の割合が 92％(昨年度 91％)以上

にする。 

⑪ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「人の役に立つ人間になりたいと思いま

すか」の項目について、肯定的に回答する児童の割合が 100％(本校 98.3％)とす

る。 

結果と分析 
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（様式２） 

大阪市立味原小学校  令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成
状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

❸ 大阪市小学校学力経年調査における、国語の平均正答率の対大阪市比を、同一

母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上

させる。 

❹ 大阪市小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対大阪市比を、同一
母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上
させる。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容(上段) 

目標の達成状況を測る指標(中段) 
現時点での結果と分析(下段) 

達成
状況 

取組内容⑧【３．幼児教育の推進と質の向上「就学教育前カリキュラム

等に基づいた教育の推進」】 

・ 味原小学校教職員が味原幼稚園の公開保育、公開授業後の検討会、

作品展に参加したり、味原幼稚園の教職員を味原小学校の公開授業や

討議会に招待したりして、意見交流を行う。学期に 1 回以上、幼小連

携部会（小学校・幼稚園職員で編成）を行い、「味原アプローチカリ

キュラム・スタートカリキュラム」の検討を行う。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

〇 〇 〇 

指標 

⑫ 年度末の校内調査において、「幼小連携に対する意識が高まってきましたか」

に対して、肯定的な「高まってきた」と回答する教員の割合を 100％（昨年度

100％）とする。 

結果と分析 

 

取組内容⑨【４．誰一人取り残さない学力の向上「言語活動・理数教育

の充実(思考力・判断力・表現力等の育成)・『主体的・対話的で深い学

び』の推進(個別支援の充実)・全市共通テスト等の実施と分析・活

用」】 

・ 全学級で、必要に応じた重点的な指導や指導方法等の工夫をして

「指導の個別化」を行ったり、一人一人に応じた学習活動・学習課題

の提供をする時間を確保して「学習の個性化」を行ったりする。 

・ 全学級で、多様な他者（同学級や同学年、異学年の児童、地域の人

等）と協働する授業を行い、異なる考え方を組み合わせ、よりよい学

びを生み出すことを目的とした「協働的な学び」を実現する。 

・ 年 1 回、同学級以外の他者（同学年、異学年の児童、地域の人等）

と協働する授業を行い、異なる考え方が組み合わさり、よりよい学び

を生み出した事例を収集する。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

評価基準 A：目標を上回って達成した        B：目標どおりに達成した 

C：取り組んだが目標を達成できなかった  D：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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指標 

⑬ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「先生は、授業やテストで間違えたとこ

ろや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれていると思います

か」の項目について、最も肯定的に答える児童の割合を 84％以上とする。（昨年

度 83.4％） 

⑭ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「学級の友達との間で話し合う活動を通

じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」の項目につい

て、最も肯定的に答える児童の割合を 56％以上とする。（昨年度 55.8％） 

結果と分析 

 

取組内容⑩【４．誰一人取り残さない学力の向上「英語教育の強化」】 

・ 小学校 6 年間を通して、英語モジュールや外国語活動、外国語の内

容を系統立てた指導計画を作成し、児童の発達段階に応じた指導を行

う。 

・ 週 3 回は味原タイムで英語モジュールを全学級で行う。年間 8 回、

英語集会を行う。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

〇 〇  

指標 

⑮ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「外国語（英語）の勉強は好きですか」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を 90％(昨年度 89％)以上にする。 

結果と分析 

 

取組内容⑪【５．健やかな体の育成「体力・運動能力向上のための取組

の推進」】 

・ 昨年度の体力テストの各児童、各学級、各学年のデータを分析し、

体育科の指導に生かす。特に「50m 走」「立ち幅跳び」の記録向上に向

けて、指導改善を行う。 

・ 4 月の体力テストの記録を基に、10 月の記録の目標を児童自らが設

定するようにする。練習メニューを考えたり、計画的に取り組んだり

して、体力・運動能力向上に向けて自己調整しながら取り組むことが

できるようにする。 

・ 体力・運動能力向上に向けて、体育科の授業や休み時間に取り組み

やすいように、校内運動環境を整備する。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

指標  

⑯ 体力テスト「50m 走」「立ち幅跳び」において、4 月に比べて 10 月の記録の方

が 2 種目ともに良い児童の割合を 54％（昨年度 53％）以上にする。 

結果と分析 

 

取組内容⑫【５．健やかな体の育成「健康教育・食育の推進」】 

・ 学期に 1 回健康週間を設定し、全学年で出前授業を実施する。 

・ 年に２回程度「食に関する指導」を実施する。 

・ 全学級で、毎日の給食時間に給食献立を紹介する。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 
〇 〇  

指標  
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⑰ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「毎日、同じくらいの時刻に起きていま

すか」に対して肯定的に回答する割合を 90％(昨年度 89.6％)以上にする。 

⑱ 校内児童アンケート調査(1 月調査)で「食べることに関する学習に興味をもっ

ています」に対して肯定的に回答する割合を 92％(昨年度 91.9％)以上にする。  
結果と分析 
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（様式２） 

大阪市立味原小学校  令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、目標の達成状況を測る指標、結果と分析 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

❺ 大阪市小学校学力経年調査における「学習者用端末を活用して、調べた情報を

もとに、課題を解決するために情報を収集・整理し、まとめ・表現する取組をし

ていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 86％(大阪市 R11 目標

80％、昨年度 85.1％)以上にする。 

❻ 「時間外勤務時間について、月 100 時間以上実施する教員をゼロにする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容(上段) 

目標の達成状況を測る指標(中段) 

現時点での結果と分析(下段) 

達成

状況 

取組内容⑬【６．教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）「ICT

を活用した教育の推進・データ等の根拠に基づく施策の推進」】 

・ 毎日の「心の天気」入力（登校時・下校前）や「学びの天気」入

力（授業後）、毎日の連絡帳の配信、学期に 1 回以上の「いじめアン

ケート」の実施を学習用端末で行う。 

・ 1 学期中に、全学年でオンライン学習を行う。学習欠席児童への

オンライン学習など、全児童の学習保障を行う。 

・ SKYMENU やデジタルドリル（navima を含む）を活用し、学習履歴

や学習行動記録等のデータを集積し、各児童、各学級、各学年のデ

ータ変化を分析し、指導に生かす。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 

〇 

 

〇 

 

指標 

⑲ 校内児童アンケート調査(1 月調査)の「PC・タブレットなどの ICT 機器を、ど

の程度使用しましたか」の項目について、ほぼ毎日と答える児童の割合を 90％以

上とする。（昨年度 89.6％） 

結果と分析 

 

取組内容⑭【７．人材の確保・育成としなやかな組織づくり「働き方改革の推

進」】 

・ SKIP 連絡掲示板を効果的に活用したり、企画・立案・実施する際は、起案者が

事前に意見を集約し、起案書を作成して、各校務分掌の部長、教頭、校長の決裁

を得た後、実施するという形式（決裁制）を導入したりすることで、教職員全員

出席の会議回数の削減、会議時間を短縮する。 

・ 教職員全員出席の会議の際は、時程を計画案で知らせる。 

・ 会議等の書類を電子化して配付したり、保護者配付の手紙をミマモルメで配信

したりして、ペーパーレス化を進める。 

 

評価基準 A：目標を上回って達成した        B：目標どおりに達成した 

C：取り組んだが目標を達成できなかった  D：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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・ 毎週水曜日にノー残業デー（全教職員 17:30 退勤）、月 1 回ゆとりの日（放課

後に会議を入れない日）を設定する。 

指標 

⑳ 第 2 期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上

限に関する基準２（1 年間の時間外勤務時間が 720 時間以下、時間外勤務時間が

45 時間を超える月数 6 以下、時間外勤務時間が 100 時間を超える月数 0、直近２

～６か月の時間外勤務時間の平均が 80 時間を超える月 0、すべて）を満たす教職

員の割合を 100％(昨年度 95.8％)とする。 

 

取組内容⑮【７．人材の確保・育成としなやかな組織づくり「教員の資質向上・人

材の確保」】 

・ 食物アレルギー研修やエピペン研修、普通救命講習、各教科教育研修、特別支

援教育研修、hyper-QU を活用した児童理解研修など、教員の資質向上に関する

研修を企画・運営を行う。 

・ 若手教員を中心とする若手教員指導力推進委員会を設置する。推進委員会のメ

ンバーが学びたいことを中心としたメンター研修（推進委員会）を月 1 回以上、

企画・実施する。 

・  教員全員が授業力向上に向けたテーマ（目標）設定をし、計画、実践（１人

１回以上の公開授業）後、成果と課題をまとめ、共有する。 

 

指標 

㉑ 年度末の校内調査において、「研修で得た知識や気づきを、今後に活かすこと

ができそうと思いますか」に対して、肯定的に回答する教員の割合を 95％（昨年

度 94％）とする。 

結果と分析 

 

取組内容⑯【７．人材の確保・育成としなやかな組織づくり「カリキ

ュラム・マネジメントの推進」】 

・ 年度当初に全学年の全教科・領域の年間指導計画を作成する。そ

れを基に、年間を通して実施し、成果と課題をまとめる。年度末

に、カリキュラム・マネジメント部会を行い、各学年で実施した年

間指導計画の成果と課題を全教職員で共有し、年間指導計画の改善

を行う。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

〇 〇 〇 

指標 

㉒ 年度末の校内調査において、「指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育

内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた横断的な視点で、その目標

の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していますか」に対して、最も肯定的

な「よくしている」と回答する教員の割合を 71％(昨年度 70.5％)以上とする。 

結果と分析 
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取組内容⑰【８．生涯学習の支援「『大阪市子ども読書活動推進計画』

に基づいた取組・学校図書館の活性化」】 

・ 貸し出し 1 回につき、2 冊（令和 6 年度は 1 冊）までとする。保

護者への図書の貸し出しができることをアナウンスすることで、親

子での読書を推進する。 

・ 季節や各学年の学習内容に応じて、学校図書館の本の展示の仕方

を工夫する。 

・ 毎週火曜日の 8:30～8:45 に読書タイを設定する。 

・ 週 3 回、図書委員会を中心に、おすすめの本を紹介するなど、読

書活動推進を行う。 

・ 本の貸し借りをデータ化し、全児童の貸し借りの進捗状況を把握

し、個に応じて支援する。 

・ 読書週間を設定したり、大阪市立天王寺図書館と連携して「おは

なし会（読み聞かせ）」を全学級で開催したりする。 

・ 大阪市立図書館による団体貸出を利用し、調べ学習への支援を行

う。 

・ PTA 図書委員の保護者と連携しながら、読書活動推進を行う。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 

 

 

〇 

 

指標  

㉓ 校内児童アンケート調査(1 月調査)の「読書は好きですか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 88％(昨年度 87.9％)以上とする。  

結果と分析 

 

取組内容⑱【９．家庭・地域等と連携・協働した教育の推進「教育コ

ミュニティづくりの推進・地域学校協働活動の推進」】 

・ 学校と PTA 役員・実行委員で、昨年度の PTA 常置委員会の活動を

振り返り、各委員会の活動内容を見直し、修正する。年度末に、各

委員会の成果と課題を共有する。 

・ 運動会、作品展、清掃活動等の学校行事や、芝生除草作業、芝生

開放デー、防災フェスタ、もちつき大会、ボッチャ大会などの地域

行事を学校と保護者、地域と連携しながら実施する。その様子を、

学校ホームページやはぐくみネット「味原っ子 NOW」や緑化推進

（芝生化）事業広報誌などで伝える。 

創
造 

成
就 

連
帯 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

指標 

㉔ 年度末の校内調査において、「地域学校協働本部やコミュニティ・スクールな

どの仕組みを生かして、学校の美化、登下校の見守り、学習・部活動支援、放課

後支援、学校行事の運営など、保護者や地域の人との協働による活動を行いまし

たか」に対して、肯定的に回答する教員の割合を 100％(昨年度 100％)とする。 

結果と分析 
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資料１ 

R7年度スポーツテスト全国平均点数との比較  
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R7 年度 4 月体力テスト各学年平均数値 

 
握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び 

20m 

シャトルラン 
50m 走 立ち幅跳び 

ソフトボール

投げ 

1 年 
男子 ８．２ １５．８ ２５．３ ３０．４ ３４．０ １１．０ １０８．９ ７．９ 

女子 ６．２ ９．７ ２６．８ ２６．５ １７．１ １３．５ ８９．５ ５．３ 

2 年 
男子 １０．３ １７．０ ２８．４ ３４．５ ３７．２ １０．６ １１３．６ １１．２ 

女子 ８．７ １４．４ ２８．９ ３２．４ ３１．９ １１．４ １０１．８ ６．９ 

3 年 
男子 １３．６ １５．７ ３０．２ ３０．７ ３０．５ １０．６ １１７．６ １５．３ 

女子 １２．６ １５．５ ３５．８ ２９．５ ３０．６ １０．７ １２３．８ ９．９ 

4 年 
男子 １３．９ １７．１ ２９．３ ３７．３ ３８．５ １０．７ １３１．４ １６．８ 

女子 １２．９ １７．２ ３１．０ ３４．９ ３７．２ １０．７ １１４．６ １０．７ 

5 年 
男子 １６．１ １８．７ ３２．９ ４５．４ ４１．８ １０．２ １２６．５ １８．２ 

女子 １４．０ １８．７ ３２．５ ３７．２ ４１．３ １０．３ １２４．８ １１．３ 

6 年 
男子 １７．３ １８．４ ３４．２ ４５．３ ４８．８ ９．９ １６２．６ ２２．１ 

女子 １７．２ １８．３ ３２．３ ４２．０ ５０．０ ９．８ １３８．０ １２．７ 

資料２ 
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